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遠藤地区

✓藤沢市の西北部に位置する

✓農地などが多く残り、緑豊かな地域

✓教育・スポーツの拠点として多くの人が

訪れる



遠藤地区生活環境協議会主な事業

•遠藤地区文化祭キャンペーン（10月）

•たんぽぽ保育園交流事業（10月）

•道路清掃（2月）

•小学生向けSDGs講座（7～8月）



遠藤地区生活環境協議会×遠藤市民センター
（講師：日本大学生物資源科学部小島仁志研究室）



令和 ７ 年度 藤沢市遠藤地区

市内の大学生と一緒に学ぼう！

夏休み子どもSDGS講座 テーマ「身近なゴミ対策」

森 百恵 【日本大学生物資源科学部 くらしの生物学科４年 小島仁志研究室】

SDGs目標12(つくる責任・つかう責任)の普及啓発を目的

概要



【日時】７月31日(木)・8月7日(木)・8月21日(木) 午前10時～12時

【生徒人数】９名 遠藤地区小学校3年生～６年生

【場所】遠藤市民センター（西北部）

学ぶ・知る

SDGs・食品ロス・市分別

体験・考える

プラ・海洋問題

パッカー車・リサイクル

作る・伝える

缶バッジ作り・発表会

３日間を通して、イベント構成

初日 ２日目 ３日目

お家で出来るSDGsを探す(宿題)



SDGsと環境問題について

食品ロスについて

藤沢市ごみ分別について

初日の活動内容



藤沢市ごみ分別リレー ２チームで対決(各チーム６名ずつ)
タイムを競う ※早歩きで行う

分別されていないゴミ
１０コほど用意(洗浄済み)

分別に必要な作業を行う
(洗う・分別・袋にまとめるなど)

９種類の中から、何ゴミに出すか

審判：環境事業センター様

初日のゲーム内容



サステナブルラベルについて

藤沢市のごみリサイクルについて

２日目

海洋問題

二日目の活動内容

身近なプラを探してみよう



パッカー車見学 サステナブルラベルを作ろう

徳島県上勝町 人口1200人
ゼロウェイストセンター
ごみステーション
くるくるショップ

触れる

ふじさわエコかるた
SDGs家マップを探してこよう

ゲーム

アウトプット

宿題



徳島県上勝町 人口1200人
ゼロウェイストセンター
ごみステーション
くるくるショップ

三日目の活動内容
ラベル缶バッジ作り

１

自分で作った缶バッジは皆お気に入りに！
リュックの見える場所に付けてくれました。



三日目の活動内容

みんなが作ったSDGsマップと
一緒に写真撮影

お家SDGsマップ
発表会

２



満足度調査は、かなり高い結果となった

ほぼ全員がSDGｓのことを良くわかる回答が出た

授業後のSDGs理解度授業前のSDGs理解度

よくわかる

かなりわかる

あまりわからない

全然わからない

８月21日・SDGs講座参加者
９名・直接配布型 アンケート

授業は楽しかったですか？

授業はわかりやすかったですか？

９割がとても楽しかったと回答

９割が

とても分かりやすかったと回答
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初日 2日目 ３日目

イベントの活動で印象に残っていること

プラスチック

リサイクル

パッカー車

ラベル

缶バッジ

発表会

SDGs
クイズ

分別リレー

遠藤地区

毎講座後に、学んだことや感想を
しおりに記入してもらった。



→自己効力感があることが確認できた

２名 分別リレーをまたやりたい

• 分別をしっかりする
• ごみを決められた日に出す
• 缶はつぶさないで出す
• 参加したからゴミ分別を勉強できた

９名 やりっぱなしにしないこと６名 分別について

９名 楽しかったこと

２名ごみ分別リレーが楽しかった
２名缶バッジ楽しかった
４名またやりたい
・みんな缶バッジを上手にできていた
・大学生のみんなが助けてくれて楽しかった

２名電気やエアコンをつけっぱなしにしない
２名水を出しっぱなしにしない
２名テレビやゲームを見すぎない

・トイレットペーパー使いすぎない
・夏は冷たいシャワーを楽しむ

６名 食品ロスについて

５名 食べ残しをしない

・家族でご飯を食べてロスをなくす
・野菜を美味しく食べられるようになった

【じぶんでも出来そうなこと】【イベントの感想】

SDGsのために自分に何か出来ることはあると思うか？ ７名とても同意 ２名同意



研 究 結 果

今後も、SDGSの学習に市の活動 (ごみ分別やごみ拾い )を

教材として取り入れることで、地元の興味関心・貢献意欲に繋がる。

自分の行動が環境を守ることが出来ると、自己効力感が出る。

とても思う７名

思う１名

普通１名とても

思う

67%

思う

11%

普通

22%

SDGsを今後も学びたいか

自発的な興味の
持続性を続かせる必要がある

とても

思う

78%

思う

11%

普通

11%

小学生のうちからSDGsを学ぶ
必要はあると思うか

小学生からSDGsを学ぶ必要性がある
という声を聞くことが出来た



ご清聴ありがとうございました。


